
 

   文化財防火訓練実施(丸森邸) ２/5(日) 

        「文化財防火デー」 

 

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 3 月 

第 368 号 

丸森邸のひな祭りから 

おもな内容 

・文化財防火訓練(丸森)  …P2～P4 

・神明白山神社神輿修復    …P5 

・子供会育成会        …P6 

・「住んでよかった」と思える町に …P7 

        （天野長三郎） 



昨年暮れの糸魚川大規模火災では、120軒が全焼！この大湫宿でも 

昔むかしそのむかしありました。元禄 14年(1701)大湫宿が全焼、折か 

らの北風で手が付けられず火の海に、益見・山田方面からも一晩中見 

えたそうです。幸い観音様やお寺・白木番所は無事だったとの事。し 

かし、正徳 5年(1715)にも大火があり宿中全焼さらに文政 7年(1824) 

には中・西町 32軒と観音堂にも火が移り全焼。その僅か 2年後の文政 

9年(1826)復興中の大湫宿で再び北・白山・中組の 57軒が全焼。その 

 他にも明治時代まで大火があったそうです。 

                           ２月５日(水) 

 

 

                                瑞浪市「文化財防火デー」 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

文化財防火訓練 

施設長 玉置憲政 
 

文化財防火訓練が、森川訓行家住宅（丸森邸）周辺を会場にして２月５日(日)

に実施されました。 

この文化財防火訓練は、昭和２４年１月２４日に法隆寺の金堂が炎上し壁画が

焼損したことに基づき、昭和３０年に制定された文化財防火デーの日を中心に全

国で展開されています。 

今回は、丸森邸がオープンしたこともあり、地域全体で防火・防災意識及び文

化財愛護意識を高めるための実施となりました。 

当日は、朝から冷たい雨の降る中、訓練内容の変更も提案されましたが、「せ

っかくの機会であるので予定通り実施してほしい。」という声もありそのままスター

トしました。 

１０時半の開会までには、高齢者から子どもたちまで総勢５０数人が集まりまし

た。 

その訓練内容は、 

１. 丸森の文化財管理者による消防署への通報訓練 

大湫の大火 



＊実際に１１９番通報をして手順の確認をした。 

 １１９番通報メモ 

   １１９番をする 

① 火事ですか・救急ですか？・・・・火事です。 

② あなたの住所は？・・・・・・・・・・・瑞浪市大湫町４４５番地の２ 

③ 何が燃えていますか？・・・・・・・〇〇が燃えています。 

④ あなたのいる場所は安全ですか？・・・はい安全です。 

⑤ あなたの名前は？・・・・・・・・・・・〇〇です。 

⑥ あなたあの電話番号は？・・・・・６３の５５４２です。 

                 （その場所の電話番号、携帯電話の番号） 

     ＊いざという時のために、このメモを電話の近くに貼っておくとよい。 

２.丸森職員による見学者の避難誘導訓練 

＊室内からと土間からの避難経路の確認をした。 

＊見学者を安全に、速く、無事に非難させた。 

 

 

 

 

 

 

３.文化財保管建物等に対する模擬放水訓練 

＊地元第三分団と市消防本部との連携による放水訓練(雨天・修復した  

 ばかりのため模擬） 

 

 

 

 

    

 

 

丸森職員のテキパキとした避難誘導 

で旧小学校グランドへ集合。 

火
事
で
す
。
皆
さ
ん

落
ち
着
い
て
行
動
し

て
く
だ
さ
い 

地元消防団が駆

けつけ、模擬 

放水訓練。 

続いて市消防署が到

着し迅速に行動、模

擬放水開始です。 



 ４．（火災の鎮火報告完了後）参加住民による消火器訓練 

   ＊水消火器を使って扱い方の指導を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 ５．参加住民による煙体験 

   ＊煙が充満した場合には、姿勢を低くし光や声を頼りに進むようにする。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この防火訓練から、いざという時の行動（通報・避難・消火等）の仕方を体験す

ることができましたが、それよりも文化財を火災で失うことのないように日頃から防

火意識を高めていくことの大切さを痛感しています。 

参加された地元の皆様・市の関係者の皆様のご協力ありがとうございました。 

 

慌てないで、あそ

こが的ですよ 

的にあててよ。そう

そう、上手だよ 

大丈夫で

したか？ 

な～んも、見え

んし煙がすごい

わぁ！ 

煙がすごかったの

に、がんばったねぇ 

煙体験は、こ

ちらですよ 



神明白山神社神輿
み こ し

修復 
 

昨年度の山車車輪修復に引き続き、今年度も文化庁の伝統文化後継者育

成事業として約 650 万円補助していただけることになりました。事業に際

して、コミュニティ推進協議会長の小栗司様、区長会長の板橋仁晃様、氏

子総代長の吉野信幸様、若衆代表の棚橋雅美様、瑞浪市スポーツ文化課に

ご協力いただき、今年度の活動を行うことができました。ありがとうござ

いました。また、昨年度までご助力いただいた、前若衆代表の纐纈富久様

ありがとうございました。 

今年度の工事は昨年度山車車輪修復を行った八野大工と契約をし、例祭

後の昨年 11 月 3 日に引き渡しました。現在高山で修復を行っております。

修復内容は分解・漆塗り直し・金箔押・金具の鍍金
と き ん

（再メッキ仕上げ）・紛

失した飾りの復元などを行い、3 月 18 日（土）に大湫に帰ってきます。同

日、一般公開を行いますので、御都合がつきましたら、お立ち寄りくださ

い。 

 文化庁の補助金は平成 26年度修復から申請を行ってきていますが、初年

度は補助金をもらうことが出来ませんでした。多くの方々のご協力を得て、

申請書を作り直し、例祭の中での山車と神輿が町にとっていかに重要であ

るか、町民の例祭に対する思いを訴えることで平成 27年度より補助金をい

ただけることになりました。大湫町の例祭に対する取り組み、熱い思いが

文化庁を動かしたのだと思います。 

 若衆の一員として例祭に参加させて頂いていますが、歴史があり、また、

町民が一丸となって取り組めるこの例祭がとても好きですし、誇りに思い

ます。「オオクテ・ツクルテ」とともに今後もより盛大に行えることを楽し 

みにしております。                若衆 棚橋哲夫 

 

  

 

 

 

 
 

神 輿 完 成 一 般 公 開 

平成２９年３月１８日（土） 

１０：００～１２：００ 

場所：神明神社 



 
平
成
28
年
度
の 

 
 
 

子
供
会
に
つ
い
て 

小
栗 

薫 

 

一
年
間
、
子
供
会
育
成
会
会
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
子
供
だ
け
が

活
動
に
参
加
す
る
事
が
多
く
、
私
自
身
は
あ

ま
り
一
緒
に
参
加
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
為
分
か
ら
な
い
事
も
多
く
、

役
員
で
な
い
お
母
さ
ん
方
・
地
域
の
方
々
に

沢
山
協
力
し
て
頂
き
、
無
事
終
え
る
事
が
出 

 
 

来
ま
し
た
。
あ
り
が 

 

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
度
は
丸
森 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

邸
オ
ー
プ
ン
や
、
大 

湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
（
ま

ち
づ
く
り
）
創
立
30

周
年
記
念
行
事
な
ど
、

例
年
よ
り
活
動
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
少

子
化
に
伴
い
、
子
供 

会
行
事
は
ど
う
変
化
し
て
い
く
ん
で
し
ょ

う
か
。
親
の
負
担
が
増
え
な
い
様
に
活
動
が

続
い
て
い
く
と
い
い 

と
思
い
ま
す
。 

 

大
変
で
し
た
が
、 

い
い
経
験
に
な
り 

ま
し
た
。
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。 

 

二
月
の
俳
句 

天
野
辰
代 

四
こ
ま
の
漫
画
に
深
み
春
一
番 

春
一
番
新
横
綱
の
土
俵
入
り 

立
春
や
目
覚
め
眺
め
る
本
陣
山 山

口
雪
子 

上
州
の
訛
り
の
電
話
や
寒
見
舞 

干
し
藷い

も

の
笊ざ

る

三
枚
に
峡 か

い

の
晴 

唐
門

か
ら
も
ん

と
い
ふう

寺
構
へえ

冬
深
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
竹
照
子 

救
急
車
こ
ん
な
夜
更
に
寒
空
に 

自
転
車
に
の
り
て
長
き
田
ん
ぼ
道 

り
ん
ご
売
り
チ
ャ
イ
ム
鳴
ら
し
て
売
り
歩
く 

  

秋祭りで山車を引っ張る様子 

30周年記念時の風船飛ばし様子 

「みんなの農園」田植え様子 



「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
町
に 

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
た
頃
、

大
湫
小
学
校
に
は
、
百
人
を
超
え
る
児
童
が

居
た
時
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
平
成
十
年
頃
に

は
二
十
人
を
下
廻
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。 

全
国
的
に
農
山
村
の
若
者
は
、
生
活
の
便

利
な
都
市
へ
流
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
供

の
数
も
減
少
し
た
。
せ
め
て
小
学
校
ぐ
ら
い

残
そ
う
と
し
た
が
、
少
子
化
に
は
勝
て
ず
、

廃
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
町
は
活
力
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。 

そ
ん
な
中
で
も
大
湫
町
は
、
病
院
が
出
来
、

ゴ
ル
フ
場
も
誘
致
さ
れ
、
市
の
出
先
も
残
さ

れ
て
い
る
。
農
協
も
機
能
し
て
お
り
、
小
さ

な
集
落
だ
が
今
の
と
こ
ろ
生
活
に
支
障
は

な
い
。 

 

こ
れ
か
ら
少
子･

高
齢
化
が
進
む
と
集
落

の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
来
る
。
今
は
団
塊

の
世
代
と
言
わ
れ
る
七
十
歳
代
の
若
者
が

（
あ
え
て
若
者
と
言
わ
せ
て
頂
く
）
中
心
に

な
っ
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
お
陰
で
枕
を
高

く
し
て
寝
ら
れ
る
と
感
謝
し
て
い
る
。 

 

三
十
年
前
、「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を

合
言
葉
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
平
成
三
年
、
近
隣
に
誇
る
立
派

な
公
民
館
が
建
設
さ
れ
、
町
を
挙
げ
て
「
住

み
よ
い
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
来
た
。

そ
の
成
果
を
確
か
め
、
更
な
る
推
進
を
図
る

た
め
に
、
節
目
と
し
て
一
月
二
十
二
日
、
水

野
市
長
を
始
め
多
く
の
来
賓
の
ご
臨
席
を

頂
い
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
」
の

発
足
三
十
年
の
記
念
祝
典
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
中
山
間
地
の
集
落
維
持
は

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て
一
段
と
厳
し
く

な
る
。
国
は
、
過
密
都
市
よ
り
子
育
て
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
地
方
に
移
住
を
勧
め
て

い
る
が
、
働
く
場
所
の
な
い
農
山
村
で
生
活

す
る
の
は
予
想
以
上
に
厳
し
く
、
後
悔
す
る

よ
う
な
結
果
に
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
も

の
で
あ
る
。 

 

行
政
の
手
厚
い
支
援
と
地
元
の
温
か
い

受
け
入
れ
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
豊
か
な
自

然
と
昔
日
の
面
影
を
残
す
大
湫
は
、
町
並
み

保
存
に
よ
る
観
光
立
町
が
望
ま
し
い
と
思

う
が
、
丸
森
邸
が
国
や
市
の
支
援
に
よ
っ
て

立
派
に
復
元
さ
れ
た
。
早
急
に
改
修
の
必
要

な
旧
家
が
あ
る
が
、
国
や
県
の
支
援
を
受
け

て
保
全
の
必
要
が
あ
る
。 

 

今
後
観
光
に
訪
れ
る
人
は
多
く
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
大
湫
に
魅
力
を
感
じ
て
定
着

す
る
人
が
一
人
で
も
多
く
な
る
よ
う
期
待

し
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
第
二
幕
を
町

を
挙
げ
て
取
り
組
み 

た
い
も
の
だ
。 

（
米
寿
） 

 

天
野
長
三
郎 

 



                    

                    

                    



「まちづくり・大湫公民館からのお知らせ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オススメ！大湫分室の本 

「こどものみかた  春夏秋冬」 

柴田愛子：著 

 雨に濡れたがったり、突然つかみ

合いのケンカを始めたり……でも

子どもにも理由があるのです。ベテ

ラン保育者である著者が描くこど

ものみかた。 

招待券あります（2名様分） 

◎企画展「美しき東海道 

―「隷書版」お披露目―」 

 期間：3月 26日まで 

 会場：中山道広重美術館 

◎企画展「友の会 作品展」 

 期間：3月 20日まで 

 会場：瑞浪市陶磁資料館 

デマンド交通利用者 

12月：42便に 62人乗車 

（20日間で 62人が利用） 

1月 ：32便に 55人乗車 

（19日間で 55人が利用） 

＊大湫町・日吉東中心部路線 

 

＊大湫宿お休み処 

3月まで営業はお休みです。 

＊おもだか屋『ほっか』 

3月営業日(原則) 

毎週金・土・日曜日 

営業時間 AM10：00～PM2：00  

（ただし、営業日は変更に 

なる事もあります。） 
 

青色回転灯防犯パトロール 

3 月のパトロール予定者 
 

3/上旬：大竹市エ門,棚橋雅美 

3/下旬：渡邊和隆,松浦大哲 

 

リ・アップ“ひよも”だより 
 

3月のお茶のみ会のおさそい 
    

 日 時：3月 1日（水曜日）9：30～11：00頃まで 

    場 所：大湫老人作業場 

    参加費：  5０ 円 

                

お待ちしています 



 

        

 

          

 

 

 
区
長
日
記 

 

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
日
毎
に
春
の
お
と
ず
れ
が
感

じ
ら
れ
る
こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
10
月
よ
り
新
デ
マ
ン
ド

交
通
へ
移
行
し
、
当
初
『
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
』
か
ら
バ
ス
停
乗
車

と
な
り
利
用
者
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
方
式
採
用
後
１
日
当
り
0.83
人
か
ら
1.4
人
へ
と
利
用
が
増
え
て
い

ま
す
。
4
月
か
ら
は
神
田
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
・
足
又
経
由
で
は
三
和

之
郷
公
民
館
の
2
ヶ
所
バ
ス
停
が
増
加
い
た
し
ま
す
。
活
用
し
や
す

い
利
用
ル
ー
ト
と
な
り
又
町
内
で
は
フ
リ
ー
乗
車
区
間
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
予
約
時
平
和
タ
ク
シ
ー
に
場
所
を
よ
く
説
明
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
一
層
利
便
性
が
増
す
と
思
い
ま
す
。 

 

又
丸
森
も
開
設
し
て
約
2
ヶ
月
1
日
平
均
10
名
程
の
利
用
者
が

あ
り
ま
す
。
町
内
の
皆
様
も
時
々
顔
を
の
ぞ
か
せ
職
員
を
励
ま
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
『
雛
祭
り
』
で
町
内
の
方

か
ら
多
数
の
お
雛
様
を
出
品
し
て
い
た
だ
き
館
内
が
お
雛
様
で
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
く
目
を
う
ば
わ
れ
ま
す
。 

 

先
日
、
は
な
す
会
（
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
）
に
よ
り
旧
大
湫
小

学
校
解
体
に
つ
い
て
取
り
壊
し
延
期
や
移
築
等
の
要
望
に
つ
い
て

 

 

 

 

 

 

  岐阜大学落語研究会の皆さんが落語と漫才で大湫町の 

 皆さんを笑いの渦へと・・・！ 

    日時：４月５日（水） ９時３０分より 

    場所：大湫公民館 講堂 

  ＊春休みの子どもたち、おじいちゃん・おばあちゃん 

   そしてみ～んな来て下さいね、お待ちしてます・・・。 



区
長
会
へ
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
よ
り
26
年
7

月
・
27
年
1
月
に
危
険
な
校
舎
と
い
う
事
で
使
用
禁
止
の
通
知
、
27

年
2
月
に
は
教
育
長
名
で
中
の
荷
物
の
移
動
後
速
や
か
に
解
体
を

行
な
う
と
い
う
話
が
区
長
会
に
あ
り
、
町
民
の
皆
様
に
も
回
覧
し
、

総
会
に
お
い
て
も
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
、
再

度
市
よ
り
説
明
が
あ
り
、
区
長
会
に
お
い
て
解
体
止
む
無
し
と
判
断

し
了
解
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
2
月
28
日
に
再
度
臨
時
区
長
・
幹
事

会
を
開
催
し
協
議
し
ま
し
た
。
29
年
度
の
解
体
を
了
承
し
ま
し
た
。

町
民
の
思
い
の
こ
も
っ
た
大
湫
小
学
校
だ
け
に
残
念
で
す
。 

 

皆
さ
ん
も
今
一
度
、
校
舎
の
姿
を
良
く
心
に
、
そ
し
て
目
に
焼
き

付
け
頭
に
残
し
て
下
さ
い
。 

 

2
月
2
日 

瑞
浪
市
地
域
公
共
交
通
会
議 

 
 

3
日 

定
例
区
長
・
幹
事
会 

 
 

5
日 

「
丸
森
邸
」
文
化
財
の
防
災
訓
練 

 
 

6
日 

釜
戸
中
学
校
閉
校
委
員
会 

 
 

8
日 

転
入
対
策
委
員
会
と
の
合
同
会
議 

 

10
日 

は
な
す
会
と
の
協
議 

 

11
日 

神
田
区
会
計
監
査 

 

16
日 

市
役
所
に
て
水
野
市
長
と
面
談 

 

19
日 

青
少
年
育
成
市
民
会
議 

 

22
日 

瑞
浪
北
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会 

 

23
日 

地
域
ケ
ア
多
職
種
会
議 

 

28
日 

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
部
会
／
臨
時
区
長
・
幹
事
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

          

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
市
内
公
共
施
設 

「
大
湫
公
民
館
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
て
敷
地
内
全
面
禁
煙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
地
区
公
民
館 

「
足
又
・
神
田
公
民
館
」 

 
 

 

館
内
禁
煙
、
喫
煙
場
所
有
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

お
知
ら
せ 



                  

  

 
 

編
集
後
記 

 
 
 
 

「
七
つ
ほ
め
て
、
三
つ
叱
れ
」
と
言 

 
 
 

わ
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
を
叱
る
と
き
ど 

 
 
 

う
し
て
ま
す
か
？ 

 

 
 
 
 

節
目
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、 

期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
り
、
特
に
子 

ど
も
は
不
安
定
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん 

な
時
は
「
だ
か
ら
言
っ
た
で
し
ょ
」・ 

「
何
度
言
っ
た
ら
わ
か
る
の
」・「
ダ
メ 

な
子
」
等
言
葉
は
禁
句
。
叱
る
よ
り
も 

ほ
め
る
回
数
を
多
く
し
、
叱
っ
た
後
に 

は
思
い
っ
き
り
抱
き
し
め
て
あ
げ
て
く 

だ
さ
い
。
一
番
の
精
神
安
定
剤
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

…
あ
～
ぁ
、
反
省
、
反
省
…
ｙ 
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三
〇
二
九
二
六
二
五
二
四
二
三
二
〇
一
九
一
二

一
一

八 七 五 三 二 一 日

木 水 日 土 金 木 月 日 日 土 水 火 日 金 木 水 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

長
寿
会
総
会

集
ま
ろ
う
会

(

太
鼓
・
物
作
り

)

お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン

小
中
学
校
修
了
式
・
幼
児
園
卒
園
式

小
学
校
卒
業
式

＊
春
分
の
日

初
午
雄
白
稲
荷
例
祭

春
季
奉
仕
作
業

公
民
館
運
営
委
員
会

転
入
対
策
委
員
会

お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン

確
定
申
告
日

（
十
一
時
三
十
分
ま
で

）

中
学
校
卒
業
式

初
午
稲
荷
例
大
祭

(

神
田

)

定
例
区
長
・
幹
事
会

丸
森
邸

「
ひ
な
祭
り

」

財
産
区
全
員
議
会

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

予
　
　
　
定

平
成
二
十
九
年
三
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：3/23(木)不燃ごみ：3/3(金)


